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中　志　段　味　組　合　だ　よ　り ２０２１年（令和３年）１０月２７日（水曜日）

組
合
長

河
本

守
彦

第
五
十
七
回
総
代
会
を
開
催

「
令
和
二
年
度
収
支
決
算
等
」
を
承
認

令
和
三
年
九
月
十
二
日
（
日
）
に
サ
イ
エ
ン
ス
交
流
プ
ラ
ザ
に

お
い
て
総
代
六
十
三
名
（
う
ち
書
面
に
よ
る
者
二
名
）
が
出
席
し

松
原
尋
司
議
長
、
深
田
裕
一
副
議
長
の
も
と
に
第
五
十
七
回
総
代

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
下
記
の
第
一
号
議
案
に
つ
い
て
賛
成
多
数

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
長
あ
い
さ
つ
の
要
旨

総
代
会
議
案
概
要
な
ど

【
第
一
号
議
案
】
「
令
和
二
年
度
収
支
決
算
等
に
つ
い
て
」

★
収
支
決
算
書
（
抜
粋
・
収
支
決
算
内
訳
は
下
表
参
照
）

・
収
入
決
算
額

金
十
九
億
七
千
百
二
万
三
百
五
十
七
円

・
支
出
決
算
額

金
七
億
八
千
四
百
五
十
九
万
一
千
七
百
六
十
六
円

・
差
引
残
金

令
和
三
年
度
へ
繰
越

金
十
一
億
八
千
六
百
四
十
二
万
八
千
五
百
九
十
一
円

★
事
業
報
告
書
（
抜
粋
）

〇
会
議
関
係

総
代
会
（
二
回
）
、
総
代
説
明
会
（
三
回
）

地
権
者
説
明
会
（
六
日
間
・
計
十
二
回
）
を
開
催

〇
工
事
関
係

第
八
期
区
画
道
路
築
造
工
事

始
め
九
件
（
主
な
工
事
は
裏
面
図
面
参
照
）

〇
調
査
設
計
関
係

令
和
二
年
度
中
志
段
味
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

に
お
け
る
再
建
計
画
（
案
）
策
定
支
援
業
務

始
め
九
件

〇
事
業
費
決
算
総
額
（
累
計
）

令
和
二
年
度
末
ま
で
の
事
業
費
決
算
総
額

二
百
十
億
四
千
七
百
十
五
万
三
千
四
十
七
円

〇
借
入
金
の
状
況

令
和
二
年
度
末
借
入
金
残
高

百
七
億
五
千
八
百
万
円

★
財
産
目
録
（
省
略
）

【
報
告
事
項
】

「
大
規
模
商
業
施
設
に
つ
い
て
」

第57回総代会の様子

令
和
三
年
八
月
の
役
員
改
選
の
総
会
と
そ
の
後
の
理
事
会
に
よ
り
、
引
き

続
き
組
合
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

第
五
十
七
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ご
多
忙
中
に
も
関
わ
ら

ず
、
多
数
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
の
総
代
会
は
、
三
月
の
総
代
選
挙
に
お
い
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
総
代

の
皆
様
で
の
初
め
て
の
総
代
会
と
な
り
、
令
和
二
年
度
収
支
決
算
等
に
つ
い

て
ご
審
議
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
大
規
模
商
業
施
設
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

令
和
二
年
度
収
支
決
算
等
は
、
経
常
的
な
経
費
の
他
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
、
事
業
再
建
と
大
規
模
商
業
街
区
に
関
す
る
も
の
に
限
定
し
た
決
算
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

事
業
再
建
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
二
月
に
名
古
屋
市
、
名
古
屋
ま

ち
づ
く
り
公
社
、
金
融
機
関
七
行
に
多
く
の
支
援
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
調

停
の
申
し
立
て
を
行
い
、
令
和
三
年
六
月
四
日
に
名
古
屋
簡
易
裁
判
所
が
提

案
し
た
調
停
条
項
に
つ
い
て
事
業
関
係
者
と
合
意
し
、
調
停
が
成
立
し
ま
し

た
。調

停
の
内
容
も
含
め
第
六
回
の
事
業
計
画
変
更
案
に
つ
い
て
、
九
月
十
二

日
午
後
の
総
代
説
明
会
を
皮
切
り
に
九
月
十
四
日
か
ら
の
地
権
者
説
明
会
に

て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
十
二
月
に
事
業
計
画
変
更
の
総
会
を
開
催
す

る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
大
規
模
商
業
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
三
月
に
は
コ
メ
リ
、
七

月
に
は
コ
ス
ト
コ
も
開
業
し
ま
し
た
。
残
る
保
留
地
に
つ
い
て
も
、
売
却
に

向
け
準
備
を
進
め
、
早
期
に
契
約
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

役
員
改
選
の
総
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
、
新
た
な
役
員
と
な
り
ま
し
た
が
、

我
々
役
員
一
同
、
早
期
の
事
業
再
開
、
事
業
完
成
に
向
け
一
致
団
結
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
総
代
及
び
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

収支決算内訳 （単位：円）

※ 令和３年度への繰越金は1,186,428,591円

【発行】
名古屋市中志段味特定土地区画整理組合

名古屋市守山区大字中志段味字二ツ塚２２３９番地

電話０５２－７３６－５０３０
FAX０５２－７３６－５０３１

組合HPは「中志段味」で検索

又は下記QRコードから

科目 決算額 予算額 科目 決算額 予算額

助成金 356,586,842 365,000,000 会議費 406,851 210,000

保留地処分金 12,000,000 1,166,000,000 事務所費 84,396,752 75,592,000

雑収入 34,972,553 33,265,000 工事費 106,431,435 267,000,000

仮清算徴収金 0 100,000 補償費 25,793,634 51,145,000

繰越金（令和元年度から） 1,567,460,962 1,482,635,000 調査設計費 373,524,405 414,000,000

借入金償還金 0 1,108,000,000

借入金利子 193,808,493 216,000,000

雑支出 230,196 343,000

仮清算交付金 0 100,000

予備費 0 100,000,000

計 1,971,020,357 3,047,000,000 計 784,591,766 2,232,390,000

収入の部 支出の部

令和3年9月に地権者の皆様にご案内させていただい
たとおり、令和3年12月19日（日）（開会は午後1時～、受
付は午前9時～午後1時）に、サイエンス交流プラザにお
いて、変更事業計画（案）（第6回）についての総会を開
催します。

総会への出席方法は、以下の３通りがあります。
（１）組合員ご本人が総会に出席する

（希望される方は、受付後、議決権を行使し、帰宅が可能）

（２）総会前に書面（書面議決書）にて議決権を行使する
（３）委任状により代理人へ議決権を委任する

重要な議決事項となりますので、組合として、総会に出
席できない地権者におかれましては、ご自分の意思を
書面議決書にて議決権を行使することを強く推奨いたし
ます。なお、書面議決書は令和3年11月30日までにご提
出いただきますよう、ご協力をお願いします。

詳細は、令和3年9月21日付 第7回総会招集通知をご
確認ください。

名古屋市中志段味特定土地区画整理組合
の令和2年度収支決算の定期監査を実施し
た結果、収支決算書及び事業報告書の内容
は状況に応じた整理・処理が適切にされて
おり、財産目録、金銭の収支及び保存書類
等も適切かつ正確であり、事務処理の執行
状況も適切であると認めます。
なお、いまだ厳しい事業運営の解消に向

け、保留地処分等の資金調達対応を迅速か
つ適切に図って頂きたい。

代表監事 河本 行功



第７９号（２）

　

　

　

中　志　段　味　組　合　だ　よ　り ２０２１年（令和３年）１０月２７日（水曜日）

中志段味特定土地区画整理事業
令和２年度 決算図

凡例

■
総
代
会
で
の
主
な
質
疑
等

【
第
一
号
議
案
関
連

】

Ｑ

支
出
の
事
務
所
費
に
お
け
る
諸
費

（
決
算
額
二
千
八
百
六
十
八
万
二
千
八
百

四
十
一
円
）
の
内
訳
は
。

Ａ

諸
費
の
内
訳
は
、
顧
問
弁
護
士
等
へ

の
弁
護
士
報
酬
や
調
停
関
連
費
用
、
交
通

安
全
協
会
等
の
会
費
と
な
っ
て
お
り
、
調

停
関
連
費
用
と
し
て
は
、
二
千
百
六
十
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
代
説
明
会
・
地
権
者
説
明
会

【
地
域
環
境
改
善
地
区
に
つ
い
て
】

Ｑ

収
入
の
雑
収
入
に
お
け
る
組
合
管
理

地
一
時
使
用
料
の
内
訳
は
。

Ａ

バ
ス
の
回
転
場
や
工
事
業
者
等
へ
土

場
と
し
て
貸
し
出
し
た
賃
料
収
入
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

Ｑ

九
十
八
街
区
移
転
先
整
備
工
事
と
は
。

（
図
面
番
号
③
）

Ａ

蟹
原
交
差
点
付
近
の
街
区
に
お
け
る

移
転
先
を
整
備
す
る
工
事
で
す
。
近
隣
住

宅
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
矢
板
を
打
っ
て
、

汚
染
土
を
良
質
な
土
に
入
れ
替
え
を
し
ま

し
た
。

Ｑ

都
計
志
段
味
田
代
町
線
道
路
築
造
工
事

（
そ
の
十
二
）
及
び
第
九
期
区
画
道
路
築
造
工

事
と
は
。

（
図
面
番
号
④
）

Ａ

コ
ス
ト
コ
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
新
設
信

号
機
の
設
置
及
び
周
辺
の
区
画
道
路
を
含
め
た

交
差
点
の
整
備
を
行
っ
た
工
事
で
す
。

令
和
三
年
九
月
十
二
日
に
総
代
説
明
会
、
九
月
十
四
日
か
ら
九
月
十
九
日

に
地
権
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
組
合
か
ら
民
事
調
停
及
び
特
定
調
停

成
立
の
報
告
、
変
更
事
業
計
画
書
（
案
）
（
第
六
回
）
等
を
説
明
し
、
名
古

屋
市
か
ら
は
地
域
環
境
改
善
地
区
の
対
応
案
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ

組
合
の
自
助
努
力
に
よ
る
事
業
収
支
改
善
額
と
同
額
の
支
援
が
市
か
ら

得
ら
れ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

Ａ

組
合
が
自
助
努
力
（
区
域
縮
小
、
再
減
歩
等
）
を
行
い
、
そ
れ
に
見
合

う
程
度
の
市
の
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
を
調
停
で
合
意
し
ま
し
た
。(

組
合)

Ａ

市
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
事
業
計
画
で
は
都
市
計
画
道
路
の
整

備
に
係
る
補
助
の
み
で
す
が
、
変
更
事
業
計
画
案
で
は
、
都
市
計
画
道
路
以

外
の
公
共
施
設
（
区
画
道
路
、
公
園
等
）
の
整
備
に
つ
い
て
も
支
援
を
行
い

ま
す
。
（
名
古
屋
市
）

Ｑ

北
部
は
継
続
地
区
で
、
南
部
の
半
分
く
ら
い
が
除
外
さ
れ
て
い
る
が
、

施
行
区
域
の
設
定
基
準
は
。

Ａ

施
行
区
域
は
、
工
事
着
手
済
み
や
移
転
補
償
済
み
箇
所
、
保
留
地
の
設

定
状
況
を
考
慮
し
、
経
済
的
合
理
性
を
踏
ま
え
て
設
定
し
ま
し
た
。(

組
合)

Ｑ

概
略
施
工
計
画
の
施
工
順
序
の
決
め
方
は
。

Ａ

排
水
機
能
の
確
保
や
都
市
計
画
道
路
の
整
備
、
保
留
地
の
整
備
、

資
金
計
画
等
を
前
提
に
概
略
の
施
工
順
序
を
決
め
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

詳
細
な
施
工
計
画
、
移
転
補
償
計
画
の
検
討
に
よ
り
、
変
更
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
（
組
合
）

Ｑ

土
地
所
有
者
の
意
見
も
聞
い
て
、
換
地
設
計
を
行
っ
て
欲
し
い
。

Ａ

具
体
的
な
仮
換
地
や
減
歩
率
の
案
は
、
令
和
三
年
十
二
月
の
総
会

議
決
後
、
令
和
四
年
度
に
組
合
員
そ
れ
ぞ
れ
に
お
示
し
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
換
地
設
計
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
寄
せ
ら
れ
て
い
る
要
望

等
に
目
を
通
し
て
作
業
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
全
て
の
ご
要
望
等
に
対

応
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。(

組
合)

※⑤⑦⑧⑨⑩は、下志段味との関連工事です。

図面番号 件　　名

① 第8期区画道路築造工事

② 65街区竹林撤去工事

③ 98街区移転先整備（A-1）工事

④
都計志段味田代町線道路築造工事（その12）
及び第9期区画道路築造工事

⑤ 第3期特殊道路（長戸川）築造工事

⑥ 第13期造成工事【繰越】

⑦ 第43期造成工事【繰越】

⑧ 第19期区画道路及び特殊道路4－14号線築造工事【繰越】

⑨ 下志段味第11号公園及び中志段味第13号公園整備工事【繰越】

⑩ 第4期特殊道路（長戸川）築造工事【繰越】

Ｑ

六
十
五
街
区
竹
林
撤
去
工
事
と
は
。

（
図
面
番
号
②
）

Ａ

新
設
信
号
交
差
点
に
お
い
て
、
竹
林
が
支

障
と
な
り
見
通
し
が
悪
く
、
愛
知
県
警
よ
り
竹

林
の
一
部
を
伐
採
し
て
欲
し
い
と
要
請
が
あ
っ

た
た
め
、
撤
去
工
事
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

Ｑ

令
和
二
年
度
再
建
計
画
（
案
）
策
定
支
援

業
務
委
託
に
お
け
る
地
権
者
合
意
形
成
支
援
と

は
。

Ａ

事
業
区
域
変
更
の
説
明
会
及
び
再
建
方
針

の
説
明
会
開
催
に
関
す
る
支
援
や
、
再
建
方
針

に
関
す
る
意
向
調
査
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

■
主
な
質
疑
等

Ｑ

区
画
道
路
の
見
直
し
の
考
え
方
は
。

Ａ

資
金
的
な
面
で
制
約
が
あ
る
た
め
、
道
路
の
整
備
に
あ
た
り
移
転

の
な
い
と
こ
ろ
は
で
き
る
だ
け
幅
員
を
広
く
と
る
な
ど
、
理
事
会
等
で

相
当
議
論
し
て
決
め
て
お
り
ま
す
。
（
組
合
）

Ａ

道
路
管
理
者
、
交
通
管
理
者
と
の
打
合
せ
の
中
で
、
道
路
の
途
中

で
幅
員
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
道
路
の
主
従
関
係
を
は
っ
き

り
さ
せ
る
等
の
意
見
を
反
映
し
た
も
の
で
す
。
（
名
古
屋
市
）

Ｑ

地
域
環
境
改
善
地
区
の
狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
整
備
は
、
一
人
で
も

欠
け
た
ら
拡
幅
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
、
整
備
は
市
が
行
っ
て
く
れ
る

の
か
。

Ａ

一
部
狭
い
箇
所
が
残
り
、
安
全
性
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
全
員

合
意
が
必
要
で
す
。
整
備
に
は
、
地
権
者
か
ら
用
地
寄
付
等
の
協
力
が

必
要
で
す
が
、
条
件
が
整
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
市
が
設
計
、
工
事

を
行
い
ま
す
。
（
名
古
屋
市
）

Ｑ

概
略
施
工
計
画
に
つ
い
て
、
第
一
期
の
工
事
は
い
つ
か
ら
始
ま
る
の

か
。

Ａ

令
和
五
年
度
に
仮
換
地
の
再
指
定
を
行
う
予
定
で
、
本
格
的
な
工

事
の
開
始
は
、
令
和
六
年
度
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
（
組
合
）

Ｑ

地
域
環
境
改
善
地
区
の
下
水
道
は
、
市
が
管
理
す
る
道
路
で
な
い

と
整
備
で
き
な
い
の
か
。

Ａ

下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
が
所
有
す
る
道
路
の
中
で
も
、
境

界
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
下
流
側

か
ら
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
、
継
続
地
区
と
一
体
で
検
討
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
私
道
に
つ
い
て
も
、
先
ほ
ど
の
条
件
に
加
え
、
地
権
者
の
全

員
同
意
や
、
地
上
権
設
定
等
の
条
件
が
整
え
ば
、
整
備
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
（
名
古
屋
市
）

Ｑ

金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
は
、
い
つ
完
済
で
き
る
の
か
。

Ａ

大
規
模
保
留
地
売
却
後
の
組
合
の
想
定
借
入
残
額
で
あ
る
約
八
十
七
億

円
を
、
公
社
に
よ
る
保
留
地
の
先
行
取
得
に
よ
る
収
入
資
金
で
、
令
和
六
年

度
に
借
入
金
を
完
済
す
る
予
定
で
す
。
（
組
合
）


